
日

自然の美しさを生かし
観光都市づくりにつとめる。

肱川の流れや、その周囲をきれいにする。

道路や公園をととのえ、まちぜんたいを気持ょく

する。

4期
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(大洲市民憲章)

固定資産税

各

~~~会墨絵線機

昭和 50年 2月

。。

中
~ι 

ザ・

校

鉄
砲
町
第
一
団
地
三
十
戸

第 228号

市の人口 (2月1日)

人口 38，573人
男 18，336人女

世帯数 10，468世帯

面積 240，93平方キロメートル

発行大洲市役所

編集総 務課

20，237人

ω 

便
所

四
、
家
賃

第
一
種
住
宅

一
万
二
千
円
か
ら
一
万
二
千

五
百
円

第
二
種
住
宅

九
千
円
か
ら
九
千
五
百
円
(

外
に
共
益
費
と
し
て
三
百
円
渥

度
の
留
置
を
必
要
と
レ
ま
す
)

入

居

者

資

格

次
の
条
件
に
該
当
す
る
人

一
、
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場

所
が
あ
る
乙
と
。

一
一
、
入
居
の
申
し
込
み
を
し
た
日

に
お
い
て
、
条
例
で
い
う
収

入
が
第
一
種
住
宅
に
お
い
て

は
、
三
万
六
干
円
を
乙
え
、

六
万
五
千
円
以
下
で
あ
る
乙

と
。
第
二
種
住
宅
に
お
い
て

市
県
民
税
の

申
告

「寸l が訂間
当土 12註話
回地|季両日
士対 |EHZ長
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l器奏)霊宍孟

躍 時 l 暴なりのミ安安患学完
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長市上村討
一
地
価
の
安
定
お
よ
び
土
地
投
機
の
追
一
知
事
が
指
定
す
る
規
制
区
域
内
で
、

閣
一
放
を
ね
ら
い
と
レ
た
「
国
土
利
用
計
画
一
土
地
の
取
引
を
行
う
場
合
は
知
事
の
許

町
一
法
」
が
昨
年
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
施
一
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

年

一

行

に

な

り

ま

し

た

。

一

一

定

面

積

以

上

の

土

地

の

取

〈
ご
と
の
法
律
は
、
国
土
の
正
し
い
利
用
一
引
は
届
出
が
必
要

方
向
づ
け
と
、
土
地
取
引
の
規
制
を
行
一
一
定
面
積
を
こ
え
る
土
地
の
取
引
を

っ
て
調
和
の
あ
る
国
土
の
発
展
を
図
ろ
一
行
う
場
合
は
知
事
に
届
出
な
貯
れ
ば
な

う
と
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
次
の
一
り
ま
せ
ん
。

と

お

り

で

す

。

一

届

出

の

必

要

な

土

地

の

面

積

は

土
地
の
取
引
が
許
可
制
に
一
次
の
と
お
り
で
す
。

少

年

式

弘次I~‘:会

一一奪三

三業旨
ミtま1
:;$~;.よ
~y~;.~話
~}~t.~~St;; 

で謙三
言葉!
t;::を~;i
三王者'l~i

(南中学校で)

は
、
一
ニ
万
六
干
円
以
下
で
あ

る
こ
と
。

(
扶
養
親
族
三
人
「
標
準
四

人
世
帯
」
の
場
合
、
第
一
種

住
宅
に
お
い
て
は
年
収
百
三

十
二
万
二
千
円
か
ら
百
八
十

四
万
三
千
九
百
九
十
九
円
ま

で
の
者
、
第
二
一
種
住
宅
に
お

い
て
は
年
収
百
三
十
二
万
一

千
九
百
九
十
九
円
以
下
の
者

=
一
、
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
(
入
居

後
三
ヶ
月
以
内
に
同
居
で
き

る
婚
約
者
を
含
む
。
)
が
あ

る
乙
と
。

四
、
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
が
朗
ら
か
な
乙
と
。

受
付
期
間
、
場
所

昭
和
五
十
年
三
月
三
日
(
月
)
か

ら
三
月
十
七
日
(
月
)
ま
で
、
市

総
務
課
で
受
付
け
ま
す
。

入
居
申
し
込
み
用
紙
は
、
市
総
務

課
に
あ
り
ま
す
。

入

居

者

決

定

方

法

申
込
脅
か
多
畿
の
場
合
は
、

転
出
転
入
届
等
は
正
確
に

よ

加
入
し
ま
し

市
民
交
通
傷
害
保
険 つ

昭
和
五
+
年
三
月
二
十
五
日
十
三

時
よ
り
大
洲
市
民
会
館
中
ホ
I
ル

に
お
い
て
拍
せ
ん
を
行
な
い
、
入

居
者
を
決
定
レ
ま
す
。
な
お
、
ス

居
決
定
者
の
内
、
身
体
障
害
者
福
一
市
が
行
っ
て
い
る
昭
和
五
+
年
度
の
一
で
す
。

祉
法
施
行
規
則
に
い
う
四
級
以
上
一
市
民
交
、
通
傷
害
保
険
の
、
加
入
受
付
け
一

ι

の
障
害
が
あ
り
、
身
体
障
害
者
手
一
を
三
月
一
日
か
ら
行
い
ま
す
。
一
一
一

般
を
所
持
し
て
い
る
人
、
戦
傷
病
一
昭
和
四
十
九
年
度
に
加
入
し
て
い
た
一
一
一

者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人
で
、
一
だ
き
ま
し
た
、
市
民
交
通
傷
害
保
険
は
一
一
一

恩
給
講
義
一
号
表
の
=
一
第
三
宮
一
月
一
二
十
百
で
契
約
が
切
れ
る
「
「

l
l

一

款
症
以
上
の
障
害
の
あ
る
人
、
ま
一
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
た
め
て
一
ゴ
一
払
数
一
件
一
件

た
、
満
六
十
五
才
以
上
の
人
(
昭
一
加
入
申
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
一
切
一
支
件
一
切
一
ぉ

和
五
十
年
四
月
百
現
在
)
が
同
一
加
入
に
必
要
な
、
加
入
申
込
書
を
各
一

F
一

津

一

悩

一

樹

居
し
て
い
る
世
帯
は
、
希
望
に
よ
一
区
長
さ
ん
を
通
じ
チ
ラ
シ
と
と
も
に
送
一
加
一
加
一
品
-
乱

り
一
階
ま
た
は
二
階
へ
の
入
居
を
一
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
い
ま
ま
で
加
入
一
険
「
円
而
寸
寸
川
町

考
慮
し
ま
す
の
で
、
身
体
障
害
一
し
て
い
た
だ
い
た
方
、
新
し
く
加
入
レ
一
保
一
幸
一
樹

-ω

者
お
よ
び
戦
一
傷
病
者
の
吏
尽
同
一
て
い
た
だ
く
方
も
一
ニ
月
三
十
一
日
ま
で
一
害
一

E

一

昭

一

郎

福
祉
事
務
所
ま
た
は
民
生
委
員
の
一
に
加
入
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
一
宣
四
一
壬
一
ふ
一
ふ

証
明
書
、
満
六
十
五
オ
以
上
の
同
一
と
の
保
険
は
、
一
年
契
紺
で
す
か
ら
一
一
「
劉
!
っ
刈
|
「
川

i

居
者
の
あ
る
世
帯
は
、
住
民
票
謄
一
期
限
に
十
分
注
意
し
て
加
入
の
手
続
き
一
五
一
諸
一
ロ
一

ω

一

一

交

一

仏

一

・

一

本
を
申
し
込
み
書
に
添
付
レ
て
く
一
砕
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
一

i
一

拡

↑

一

だ

さ

い

。

一

保

険

斜

は

、

一

年

分

一

人

四

百

八

+

一

E
一

料

一

円

十

円

入

居

時

期

一

円

で

す

。

一

市

一

棚

一

縦

一

…

制

入
居
は
四
月
中
旬
の
予
定
で
す
。
一
加
入
手
続
な
ど
詳
し
い
と
と
は
市
総
一
度
一
度
末
在

く
わ
し
い
乙
と
は
、
市
総
務
課
ヘ
一
務
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
市
民
交
↑
一
昨
月
司

お

た

ず

ね

く

だ

さ

い

。

一

通

傷

害

保

険

加

入

状

況

は

次

の

と

お

り

一

一

4
1
司

二
月
一
日
か
ら
受
付
開
始

支払 額

1.949.000円

年

48年度

道芸長四早話聖負発月 件
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(2) 

生
活
の

一
部
に
し

う
火
の
点
検

こ
れ
か
ら
春
に
か
け
て
は
空
気
が
乾
一
は
二
月
二
十
八
日
か
ら
=
一
月
十
三
日
ま
一
た
火
災
の
発
生
状
況
は
、
刑
表
の
と
お

燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
と
な
一
で
春
の
火
災
予
防
運
動
を
行
い
ま
す
。
一
り
で
す
が
昭
和
四
十
九
年
川
町
、
火
災
三

り
ま
す
o

こ
の
た
め
消
防
署
に
お
い
て
一
昨
年
一
年
間
に
大
洲
市
内
で
発
生
し
一
十
四
件
の
内
た
ば
こ
の
火
の
不
始
宋
六

件
、
た
き
刊
の
不
始
末
七
件
、
ち
ょ
っ

と
民
怠
を
す
れ
ば
防
げ
た
火
災
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

火
災
は
市
比
一
人
一
人
が
在
話
す
れ

ば
予
防
で
き
ま
す
。
次
の
こ
と
を
家
族

で
話
し
あ
で
て
お
そ
ろ
し
い
火
災
を
泊

代
レ
ま
し
ょ
う
。
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主主う民 期 化 出 置
とま的 す防しと
、 で 財 乙防隊 !E，
火も産 とリくを要
1だなで に 体 指 と
予くす な制定す

ろ に 防
銀 、次.J~ぉ主主に

22:?立主|号
(託てが パ'"Iけuzt孟li
実元空量 金lE
Tき21乙12

と め う

20 [.1" 月

月

盟

国

j

2 F鞠額鞠

定
期
的
に
健
藤
診
断
を

ゴ足

多
い
脳
血
管
疾
患

に
よ
る
死
亡

. ，1 2 2 8 ~} 

事前雪
地 りさにク内れ り，[

せ実働す気ら死院次ロぉ罰 な 四
なはき。では亡患にがりの ら
いト盛と耳、順 が悪媛、/1隠 れも
章社りく手と -1¥'7十性も脳位 た 年
才て余りに仁 j役と七新多 i庄Iを 方の
空間年印字に全信生く営み は一

実主監事よ突品元察審JdZ 4語
で個にかる病じと!ーの(ま 'Bに
者ゐ雪主こと三守八二脳す 豆大
口ロ J<ハとい少り⑨八王戸と 十 Eトi'I
まに、十にわ。、九回中次 人市

努

雪EEた成 句回⑨匂月52そ

三窪田め人て一自と原「云白吉e:で

宗農法!こ病 2会EE票雪勺霊 τロ突
~曹!:(まを o ~らくはコ ;伏 ま病

回 。み、つ」がすに

三号喜 2 2き芝雪量 京 長官
。知断 印 なてたし存 、 り x

f るを J す 病いくてすあ とな

き警 暴気るさ い る つ 慧
③ を。んな。 て が 微

にて ものい も考が

月

間

自

注 意 し て 火 災 を 防 ぎ ま し ょう

火
災
を
予
防
す
る
た
め
正

H
火
気
使
用
場
所
の
整
辺
警
と
ん

γ

努
め
る
。

什
外
出
、
従
筏
前
に
は
必
ず
火
の
元

を
確
め
U
o

日
た
ば
こ
の
投
げ
す
て
と
段
た
ば
こ

を
や
め
る
。

同
た
き
火
レ
た
と
き
は
後
始
末
を
す

る。

(
階
段
が
使
え
な
い
こ
と
が
多

い
0

)

同
避
難
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
家
族

で
と
り
き
め
て
お
く
。

(
二
階
で
階
段
が
使
え
な
い
場

合
は
、
ふ
と
ん
を
先
に
お
ろ
し

て
そ
の
上
に
降
り
る
と
ケ
ガ
が

軽
く
て
す
む
、
思
恨
づ
た
い
に

隣
り
へ
避
難
す
る
方
法
等
)

同
老
人
、
子
供
、
病
人
等
は
避
難
の

し
ゃ
す
れ
場
所
で
寝
る
よ
う
に
す

る。
火
災
に
な
っ
た
ら

H
何
が
な
ん
で
も
家
族
、
近
所
、

消
防
岩
(
一
一
九
番
)
へ
知
ら
せ

る。川
川
川
明
消
火
は
天
井
に
燃
え
行
一
つ
る

ま
で
、
消
火
に
出
へ
敗
し
た
ら
早
く

避
難
す
る
。

日
子
供
は
大
人
が
必
ず
つ
れ
て
出
る

(
佼
な
ど
子
供
に
火
災
を
知
ら

せ
た
だ
け
で
は
、
出
い
び
寝
こ
む

イヒ

大洲市火災概況 いと竺
l一一一一由一一一一一一一一一向一一平「が( 。り度こ
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大士
社H:女

所型文
?育て了

主主自イヒ
k告白

大 7官 財

洲棟

ヂ
j
a

大
洲
如
法
寺
で
消
火
訓
練

大
洲
城
は
、
近
郷
中
で
最
も
自
然

の
要
筈
と
景
観
に
富
ん
だ
地
を
選

び
、
し
か
も
実
戦
に
役
立
つ
守
り

の
構
え
に
工
宍
を
凝
ら
し
て
い
ま

す。
こ
の
櫓
も
そ
の
一
部
を
市
め
、
櫓

に
近
づ
い
て
静
か
に
み
あ
げ
る
と
、

櫓
は
私
た
ち
に
歴
史
を
話
し
か
け
て

く
れ
ま
す
。

こ
の
備
の
規
模
は
、
こ
の
城
の
川

淵
で
突
に
陥
一
貯
の
大
き
さ
を
持
ち
、

ち
ょ
う
ど
肱
川
の
関
節
に
当
る
よ
う

な
上
下
流
の
眺
望
の
望
も
良
い
要
所

に
あ
り
ま
す
。
建
物
の
高
さ
、
野
の

百
日
さ
、
一
階
と
二
階
の
大
き
さ
の
安

定
感
、
水
の
育
さ
と
木
々
の
緑
と
白

一
応
般
世
と
の
調
和
、
灰
色
に
焼
か
れ

容
た
、
本
一

k
gき
の
厚
み
の
あ
る
屋
根

が
建
物
与
一
成
一
ち
つ
か
せ
引
当
一
約
め
て

い
ま
す
。

窓
の
あ
る
場
所
ゃ
、
そ
の
大
き
さ

は
ね

ω何
回
さ
を
強
制
し
、
一
階
の

間
に
あ
る
い
れ
一

ωょ
う
広
祈
洛
し
は
、

濯
物
し
優
美
さ
を
高
め
て
い
ま
す
o

ま
た
内
部
の
構
造
の
柱
や
明
の
滴
切

市
4昏る議を{章
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l 

確
定
申
告
は
早
め
に

一

一

確

定

豆

Z
納
税
は
コ
耳
一
皆
さ
ん
に
ご
め
い
わ
く
を
お
か
け
す
る

l
i一
一

十

五

日

ま

で

に

一

場

合

が

あ

り

ま

す

o

ご
用
心
く
だ
さ
い

2

一
一
確
定
申
告
は
、
納
税
者

ω皆
さ
ん
が
一
ご
相
談
は
、
税
務
署
・
市
町
村
の
外

一
一
そ
れ
ぞ
れ
肉
分
の
一
年
間
の
所
得
を
計
一
顧
問
の
問
団
理
士
や
臨
時
税
理
士
奴
糾

|

|

l

j

-

i

!

一
一
算
し
て
申
告
し
、
納
視
す
る
こ
と
に
な
一
)
ま
た
、
商
工
会
議
所
、
市
町
村
の
商

お

旧

日

一

一

っ

て

い

ま

す

。

一

工

会

、

青

色

申

告

会

を

ご

利

用

く

だ

さ

川
口
以
士
税
務
署
や
市
町
村
で
は
、
一
言
月
十
五
一
ぃ
。

l
i
l
i
-
-
一
一
臼
ま
で
の
限
定
甲
告
期
間
中
は
、
所
得
一
税
金
の
分
割
払
い
も
ど
う

3

5

一
一
や
税
金
の
計
算
方
法
や
申
告
書
の
書
き
一
ぞ

一
一
方
な
ど
に
つ
い
て
、
い
つ
で
も
と
相
談
一
所
得
税
が
都
合
で
一
度
に
納
め
ら
れ

竺
に
応
じ
ま
す
が
、
期
限
間
近
に
な
る
と
一
な
い
と
き
に
は
、
泣
納
制
度
を
と
利
用

万
四
附
出
土
た
い
へ
ん
混
雑
レ
ま
す
の
で
、
申
告
の
一
く
だ
さ
い
。
所
得
問
領
(
第
三
期
分
)

一
一
相
談
や
印
告
書
の
提
出
は
な
る
べ
く
平
一
の
二
分
の
一
以
上
を
三
月
十
五
円
ま
で

l
i
l
i
-
-
一
一
め
に
済
ま
せ
ま
レ
ょ
う
。
一
に
納
め
て
、
廷
納
の
届
出
を
す
れ
ば
、

初
同
一
一
無
料
相
談
も
ご
利
用
え
だ
一
銭
り
の
税
額
は
五
月
三
十
一
日
ま
で
延

7

1

一

一

さ

い

一

刺

す

る

こ

と

が

で

き

る

と

い

う

制

度

も

{
一
一
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、
一
あ
り
ま
す
。

。
一
一
税
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
る
資
格
の
な
一
こ
の
場
合
、
延
納
期
間
中
は
年
京
七

一
一
円
人
「
に
せ
校
理
士
」
が
、
山
田
責
任
な
了
一
ニ
一
%
の
利
子
税
が
か
か
り
ま
す
。

!

一

う

ま

い

話

を

持

ち

込

ん

で

納

税

者

の

大

洲

税

務

薪
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